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課　 題

浄水場（ 所） の更新・ 覆蓋化取組3

施設整備の方向性　

＜建屋型による覆蓋（ イメ ージ） ＞
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第4章 今後1 0 年間の施設整備
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第4章 今後10年間の施設整備

課題

全浄水場の更新には、長い期間と多額の経費が必要となることから、予防保全型管理

により施設の長寿命化を図リ、更新工事を計画的に推進していくことが重要となリます。

また、水道需要やリスクによる能力低下などを考慮し、施設能力を適切な規模にしてい

くことも重要です。

さらに、施設能力が日量100万m3を超える大規模浄水場は、系列単位で施設を更新す

ると大幅な能力低下が生じるため、あらかじめ代替機能を確保する必要があります。

多摩地区の水道施設は、地形や地盤の高低差などの地域特性が考慮されておらず、小

規模で点在しているため、効率的な水運用や原水水質に応じた適切な浄水処理など、地

域特性に応じたより効果的な施設整備を行うことが必要です。

施設整備の方向性

0更新工事期間中においても安定給水を確保するため、更新に伴い低下する施設能力

相当の代替浄水場をあらかじめ整備（既存浄水場の一部を先行して更新）した上で、

浄水場の更新に着手します。

〇多摩地区の浄水所は、施設の更新に併せて統廃合するとともに、原水水質に応じて、

浄水処理方式を効率的な維持管理が可能な膜ろ過処理へ変更していきます。

0更新などにより整備する浄水施設は、水道水の安全性はもとよリ、衛生面において

も信頼性を向上させるため、建屋型として完全に覆蓋化します。

0地下水を水源とする杉並浄水所は、原水水質悪化の課題を抱えており、将来にわた

リ安定的な水源に位置付けることが困難であることから、今後は、費用対効果や危

機管理の観点から、適切な維持補修や更新、統廃合を検討していきます。

0玉川浄水場は、多摩川の水質悪化によリ休止していますが、これまでの間、浄水場、

給水所、送水管等の水道施設が充実してきたことや、今後浄水場のダウンサイジン

グが見込まれていることなどを踏まえ廃止します。
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